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はじめに

「五木の子守唄」や「島原の子守唄」は歌曲化しコンサートで歌われる現代の日本において，一方では，母親

が赤ん坊を寝かしつける際に子守唄を歌わなくなったと言われている．そのような現状において,2004年に粉

ミルク等乳幼児食品の製造，販売の会社である和光堂が，子守唄に関する調査を行った'、対象は３歳以下の子

どもを持つ母親であり，1600人が回答したそれによると「子どもを寝かしつけるためにほとんど毎日子守歌を

歌う」のは１４６％，「時々」は３１．３％で，この両者を合わせても５０％に満たない．また「全く歌ったことがな

い」と答えた母親が22.4％に上るという．さらに「子守歌に何を歌いますか」という調査に対しては，１位が

｢ゆりかごの歌｣，２位が「江戸の子守唄｣，３位が「大きな古時計」４位が自作の歌，５位が「ぞうさん｣，６位が

｢シユーベルトの子守歌｣，７位が「七つの子｣，８位が「どんぐりころころ｣，９位が「いぬのおまわりざん｣，１０

位が「森の熊ざん」であるという．

アンケートに答えた約半数の母親が，子どもが眠りにつく際に何らかの歌を歌っていることになるが，「子守

唄」と名のつくものは非常に少なく，しかも日本に古くから伝えられてきた子守唄をほとんど歌っていない現状

がうかがえる．なぜ，母親たちは，古くから伝えられてきた子守唄を歌わないのであろうか．大きな理由のひと

つは，口承で伝えられてきた子守唄の伝承が途絶えてしまっていることがあげられるでは，なぜ伝承が途絶え

てしまったのであろうか日本全国には，各地方に伝わる数多くの子守唄が存在した『日本民謡大観訓には膨

大な数の子守唄が記録されており，北原白秋が昭和２２年にまとめた『日本伝承童謡集成第一巻子守唄篇3』

にも，歌詞だけではあるが，約4000曲の子守唄が掲載されている．これらの資料を概観すると，歌詞の内容は

いくつかのパターンに分類することはできるざらに五木の子守唄だけでも，歌詞だけで約70種類あるとい

う事実からも，楽譜もマスメディアも発達していない時代にそれぞれの地域で，民謡やわらぺうた同様に「生

きたうた」として，膨大な数の子守唄が歌われていたことが分かる．

マスメディアの発達により，現代の日本においては，日本全国において同じ歌が歌われるテレビやＣＤ，イ

ンターネットによる曲のダウンロード，あるいは学校で習うことにより，日本全国の子どもたちが同じ歌を歌っ

ている．子どもが歌を知る媒体としては，現在はテレビやインターネット，少し時代をさかのぼればラジオ，ざ

らにそれ以前には，少女雑誌などに代表きれる雑誌類の出版物である．明治以来の歴史の中で，出版物として最

初の媒体となったのは，音楽の教科書であり，それは現代においても共通する貴重な媒体である．

最近では，子どもたちにジャンルを超えたさまざまな音楽を知ってほしいという文部科学省の意図により，日

本の伝統音楽や世界各地の民族音楽を積極的に教科書に取り入れられるような動きが見られる4．そのような中

小学生の教科書においては，小学５年生の教科書に「こもりうた」として「江戸の子守唄」が掲載きれており，

音階の説明とともに子守奉公の歴史などについても説明が付け加えられている5．

明治以来の教科書において，子守唄はどのように取り扱われてきたのだろうか昭和１６年に発行された国定

教科書『ウタノホン」には，「コモリウタ」というタイトルで「江戸の子守唄」が掲載されている．明治５年の

学制発布以来，試行錯誤しながら多くの教科書が出版されてきたその中で，子守唄がどのように扱われてきた
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のか，ということを本論文では考察していく．教科書には，国家が子どもをどのように育てたいか，日本の国民

としてどのような考えを持ってほしいかという意図が反映きれている．本来子守唄は，赤ん坊がはじめて耳に

する歌である．その歌をどのように扱ってきたか，ということを教科書における掲載という点から考察を加える．

そもそも子守唄をどのようにみなしてきたか，また日本古来の子守唄と西洋から伝えられた子守歌との扱いに相

違点が見られるのかさらに新たに作られた子守唄には，どのような意図が含まれているのか，ということに

留意していく．

教科書としては，明治時代に発行された唱歌集を対象にする．『ウタノホン」にいたるまで，そしてさらに戦

後から現代までの歴史を将来的には概観するつもりであるが，その第一段階目としての本論文では，明治期のみ

に限る．明治１４年に「小学唱歌集』が文部省から発行され，初の国定教科書『尋常小学唱歌集」が明治44年に

発行されるまで，音楽の教科書の模索の時代が続き，その結果，膨大な数の唱歌集が発行され，その中で膨大な

数の唱歌が作曲された．それらを丹念に調べて，子守唄を抜粋していき，考察を加える．

日本の子守唄は，他の国の子守唄と比較した時にある特徴が見られる．それは，母親以外が歌う子守唄が数

多く伝えられているという点である．これは子守奉公の娘（守り子）たちが主人の子どもを背中におんぶしな

がら，自分の不幸な心境を歌った歌などが伝えられている「五木の子守唄」に代表きれるような伝承歌を指す．

まず，本論文の「Ｌ日本の子守唄の概説」において，日本の子守唄の特徴を述べる．さらに明治期のいくつか

の文献において，子守唄に関する記述が見られる．それらの記述には，赤ん坊のころに守り子たちにおんぶされ

て育った者が自分の経験を思い出しながら，日本の子守唄について書いた貴重な文献等がある．それらを引用し

ながら，日本の子守唄について概観する．その後「２明治期の教科書」においては，「3．唱歌におけるく子守

唄>」のために，明治期における教科書について概観する．明治期は，西洋文化を移入し，教育制度が整備きれ

始め，それに伴い学校教育自体をどのように行うかという，いわば模索期であったそれは同時に，実際に使用

するすべての教科の教科書を作るにあたり，ゼロからの出発と言っても過言ではなかった時期である．その時期

に音楽教育に関する事項を中心に見ながら，教育制度がどのようなものであったか，さらに教科書がどのよう

に作られていったのか，ということを考察する．そして「3．唱歌におけるく子守唄>」において，明治の音楽の

教科書である唱歌集において，実際にはどのように子守唄が扱われてきたのかという考察を加える音楽という

科目は，当時は「唱歌」と言われていたが，これについては学制が発布されても教える教員もいなければ教材

も皆無，という状況であり，文部省は「当分之ヲ欠く」という文言を出さざるをえなかった状況であった音楽

取調掛が設置され，文部省と音楽取調掛による初めての音楽の教科書である『小学唱歌集」が作られていくが，

伊澤修二が残した「音楽取調成績申報書6」においても見られるように，西洋音楽と日本音楽をどのように処理

していくか，ということは大きな問題であった．そのような状況をふまえ，ざまざまな唱歌集を紐解きながら，

どのように子守唄が扱われているのか，ということを調べ，考察を加える．

なお，本論文において調査する唱歌集は，明治時代のものに限る．明治期は「唱歌」という科目が設定され，

学校で教える音楽自体をどのようなものにするのか，日本音楽と西洋音楽をどのように折衷していくのかいかな

いのか，教科書はどのようなものを作るのか，まさにゼロからの出発であった．明治期に作られた唱歌が，道徳

的で修身的な内容のものが多く，明治後半からは言文一致運動の影響も唱歌作曲に大きな影響を与えたものの，

子どもが簡単に歌える曲とは言えず「唱歌校門を出ず」と言われたほどであったそのような状況を受けて，大

正期では童謡運動として，子どもの視線で歌詞が作られ，子どもが歌いやすい曲が作られるような動きへと導か

れる．つまり，ゼロからの出発であった唱歌作りは，大正期に大きな転換期を迎える日本の西洋音楽の受容と

子どものための音楽環境つくりにおける第一段階としての明治期を，本論文では対象とする．大正期から昭和初

期にかけてについての展開については，次回の課題としたい

本論文においては「子守唄」と「子守歌」という二通りの表記を使い分けている．口承で伝えられた曲に関す

るものについては「子守唄」と表記し外国から伝来した曲に関するものについては「子守歌」という表記を用

いている．なお，こもりうた全般を指す際には，便宜上「子守唄」という表記を用いている．

1．曰本の子守唄の概説

人類がこの地球に誕生して間もない原始時代において，子どものお守りをどのように行ってきたのか，まして

やくこもりうた＞を歌っていたのかという記録は残念ながら残きれていないそのため推測になってしまうが，
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音楽やことばが生まれたのと同様に親が子どもをあやす道具の一つとして歌を用いることで，自然とくこもり

うた＞は生まれたのではないかと考えられる．そして文献上我が国最古のくこもりうた＞が載っているのが，１４

世紀はじめの鎌倉時代末期に記きれた全１０巻にわたる『聖徳太子伝」の中の第１巻である7．大意は「ねんね

しなきい、縁の下のむく犬や目のきらきらしている者に連れていかれるぞ．乳母はどこへ行った．川へおしめを

洗いに行ったねんねしなさい」というもので，前半は〔おどし唄〕，後半は〔寝きせ唄〕となっている８．（こ

の分類については注’1を参照.）これは聖徳太子のために乳母が詠んだもので，＜聖徳太子の子守唄＞と呼ばれ

ている．当時の大半の家庭では家族の中の誰かが子守りをするのが普通であったが，，ここに登場する乳母のよ

うに「乳母」という子育ての役目を担った女性も古くから存在していたのである．

そして室町時代の末期から江戸時代になると，商工業を営む家庭が多く出現するようになり，多くの雇い人を

抱えることになった家の母親たちは彼らの世話に追われ，我が子の世話ができる状態ではなくなってきてしまっ

たそこで，炊事・洗濯をする女中や，子守りをする少女たちも雇い入れるようになってくる．この子守りを行

う少女たちのことを「守り子」そしてこのような雇用関係を「子守り奉公」と呼んだのである,｡、子守り奉公

をすることになった五つや六つの少女たちは，家族から離れ他人の家に住み込んで赤ん坊の子守りをして，我が

家に帰ることができるのは年に－回ほどであったまだまだ親や兄弟に甘えたい年頃であっただろう．しかし少

女とはいえ，雇われている身の彼女らは，雇い主にどんなに文句を言われたり，無理難題を命令されたりしよう

と反論や反抗はできなかったのである．そのような麓積した感情を吐き出していたのが，守り子唄とよばれる彼

女たちの子守唄である.歌詞の中に雇い主に対する悪口や嫌味をおりこんであるものが多く残きれており，こ

の子守唄を歌うことがストレスのはけ口となっていたのであろう．

もちろん，日本の子守唄において守り子唄だけが発展してきたわけではない．＿言で子守唄といっても，母親

が子どもを寝かしつける際に我が子の将来を願う内容のものや，早く寝ないとおばけが出るなどと脅すことで寝

かせようとする内容のものなど，様々なものが存在しており，時代によってどのような見方があったのか二三

例を示しておく’１．

(1)釈行智…1778-1841学僧．古代インド梵語学の権威．

〔寝きせ唄〕子どもを寝かしつける時に歌う唄

〔目覚め唄〕子どもが起きている時に歌う唄

〔遊ぱせ唄〕子どもと自分が共に遊べる唄'２

(2)岸辺福雄…１８７３－１９５８幼児教育者．大正期に児童芸術運動を始め，北原白秋，山本鼎らと『芸術自由運

動」を創刊．

子守が無心で唄ふのを注意して聞いてをりますと，いろいろなのがあります．中には，負さってゐる

赤ん坊が如何に無心であるとはいへ，文句が野卑で，とても聞かされないやうなのが澤山あります．

例へば，

－，ねんねなきれよ，寝る子は可愛い，起きて泣く子は面憎い

=，根性悪い子はおかめに噛ましよ，おかめ怖いわいな寝るわいな．

三，餓鬼めほ位かば，承知でほ泣け，うちの間口へ聞けるやうに

く略〉

子守唄のうちには，子守自身が自分の境遇を悲観して唄ふのがあります．

－，守といふものは，浅ましものよ’道や街道で日を暮らす．

二，お主に叱られ，子に責められて，何盧で立たうぞほ泣け餓鬼．

三，かやうに泣かれちゃ，子守も立たぬ，たまにやお内儀ざんの膝で泣け．

また親に認刺するやうなものもあります．

－，お母あれ見よ，飴屋がとほる，太鼓たたいて桶乗せて．

二，わたしや帰ります，後に守おきやれ，便ひくらべて名をたちやれ．

〈略〉

きうかと恩へば，子守を訓戒するものもあります．

－，守や子守や，なぜ子を泣かす，西も東も知らぬもの

=守や子守や，子を泣かするな，泣かせまいぞの守ぢやもの．
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三，親のない子に髪結うてやれば，親は喜ぶ極楽で．

また中には文學的なものもあります．

－，昔千年屋島のいぐさ，今にござんす繪にかいて

二，ねんねなされよ，おねんねなされ，明日は坊やが誕生日

誕生日には，豆の飯たいて，喰はしよこの子のまめのやうに

三，家の子さんの，お正月ぺべは，梅に鶯竹に虎．凪

子守唄は江戸時代には参勤交代，北前船等によって地域文化の交流伝承により人々に流布していたが明治

期に入ると学制の発布による唱歌教授という要素が加わりそれがどのように変容したかを第３章で見ていく．

その前に岸辺福雄以外の明治時代の人々が子守唄についてどのように感じどのようにとらえていたかをつけ

加えておくこれは，「3．唱歌におけるく子守唄>」で必要に応じて触れることになる．

(1)天野藤男…1887-1921明治一大正時代の教育者は，以下のような文を残している．

その頃は誰より子守が好きであった．偶に下男や他の男の背に負はれることもあった子守女の背中

より大きく廣〈そしてしっかりしてゐる．けれど矢つ張いつもの子守の背の方が温くて心持がよかっ

た姉弟のある家では11頂々に背負ひ背負はれたものだ．骨肉の情が背より順に移るので，兄弟仲のよ

い事無理はない自分は恩ふ．ゴム輪の乳母車で育った子よりは，子守女の背に育った小供の方が或

意味からいふと多幸であると．而して今此子守唄なるものを考へて見るに子守あって始めて唄あり，

小兒あって始めて子守女あり．子守と唄とは切っても切れぬ関係のあるものである．子守唄ある故に

子守が懐かしく子守なくして唄はない．背負って呉れたのは子守女で，寝かして呉れたのはその唄で

ある．淋しい時，寝られぬ時お腹が空いた時でも温い背の中で，このなつかしげな音樂を聞くと恩

はず夢の天国へ通ったものだ．而してきめて見ると枕元に行燈がぼんやり灯って居って，母ざますら

すやすやと寝って居らるるといふやうな記憶もある．

或時は又廣い廣い野原を星のふるやうな暁に，子守の背にゆられゆられて何盧かへいったことを覚

えて居る．今考へて見ると其が何慮で，什うした鐸で坊復したかわからぬ．といふやうな恩ひ出もあ

る．恐らく億んな聯想のないものはなかろう．幼時の恩ひ出は子守の背に始まる．’４

(2)小野政方…1885-1945教育者

もとより子守唄は，母親と限ったことはないわれわれは，春の夕べや，秋の夕方など，子守女が

清い聲で脊門口で，子守唄を歌ふのを聞く時，何んとも云へぬ胸にi蓼み入るやうな溶けてもゆききう

な，哀感を覚ゆるのであります．’５

(3)三木露風…1889-1964詩人

童謡「赤とんぼ」について講演で次のように述べている．

この私の作は実感でありまして，私のことであります．私が極めて幼いころに，私の母が子守娘を頼

んでおきました．その子守娘のことを「岨や」と申すのであります．静かに姐やが私を負うて，飛ん

でいる赤とんぼをみます．赤とんぼは，つうい，つういと飛んでおりました私の故郷の裏の山の畑

に桑の木がありまして，その桑の木に実をならします．そこへ行きまして，姐やがその実をとって小

籠に入れたりしました．思い出でありますので，もうそのことは幻のようになったというのでありま

す．’６

このように，明治時代の人々にとって子守唄は，子どもの頃の体験が蘇る鍵として身体に深く刻まれているの

である．では，明治時代の人々が実際に歌っていた子守唄にはどのようなものがあったのだろうか「泣くと○

○がやってくる」といった脅し歌的な子守唄や，「明日はこの子の宮参り一生この子がまめなよ'こ」という歌

詞の子守唄が，いかに一般の人々にとってなじみの深いものであったか，ということが分かる資料がある．

渋川玄耳（1872-1926）は，本名を渋Ⅱ|柳次郎といい，明治期に活躍したジャーナリストであり，随筆家で

ある．彼の著した「閑耳目'7」に「雪子が自作の子守歌」という項がある．以下に引用する．
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雪子が自作の子守歌

○寝ん寝んよオロロンよ’泣くとワンワンよ’寝ン寝よ，オロロンよ’泣くと鉄砲よ……と雪子は自

作の子守歌を謡うて居るオロロンと計上って居るのが何だか朝鮮的に聞える．其は兎に角，彼は人形を

睡らすべ<脅迫して彼れ自身が想像し得る限りの恐いものを算へ立てる，黙って聴いて居ると，ワン

ワン，鉄砲の次ぎに謡はれたのは刀，猫，鬼，毛虫，ロスケ，支那人の坊さん，屑屋．余程戦争が深

い印象を与えて居る様だ．何故ロスケが恐いものかと間へば「暗い所に連れて行くから」

渋川の幼い娘が「泣くと○○がやってくる」という脅し歌的な子守唄を人形に歌っている場面が書かれているの

だが，この文章は，この時代の子どもたちにとってこのような子守唄が一般的で馴染みの深いものであったこと

がよく分かる脅し歌的な子守唄も各地に伝わっているが，北原白秋の『日本伝承童謡集成第一巻子守唄篇

'8』にもいくつか見られる．その例を以下にあげる．

ねんねんころりよれんころり，

坊やはよい子だ，ねんねしな’

泣くとお鷹にさらわれる，

だまってねんねん，ねんころり

〔栃木〕

ねんねんよう，ねんねんよう，
ごんご

起きたら妖怪|こかぶらせる，

寝たらお母につれていく

〔山口〕

ねんねかねんね，

寝たらかあざんへ連れて行く，

起きたら狼とってのむ．

〔岡山〕

次に『お座敷三輪加酒席余興１，ｊに子守唄が取り上げられている例を示す．

◎子守唄

『扮装」子守の風にて，蒲団を丸めて背中に負ひ，豆の棒を醤りながら出る．
やす

モリウタ｢ねんねしなきれお眠みなきれＭ日は此子の宮参り籔凛ﾍ参ったら何買うてくれよ,{可卒
《何と云うて拝む，一生》オチこのやうな豆の棒を《此子の壮健なよに》．

二輪加とは「俄」という芸能で，仁和和，仁輪加二○加などとも書く．滑稽，風刺，酒落，頓知などをね

らって即興頓作する即興狂言で，江戸時代から明治時代にかけて，江戸の吉原や大坂，京都博多を中心に流行

したなお大坂で流行した俄は，大坂の新喜劇へと発展した20．『お座敷二輪加』は，俄のネタを集めて１冊にま

とめた本であるが，ネタになっているものには時代を反映した「舶来の雨傘」「欧州婦人｣，いつの時代も話題に

なる「姑心」「女房の渋面｣，芝居や流行している大衆芸能を材料にした「浪花ぶし（赤垣の徳利)」「晴舞台（狂

言靱猿)」など，多種多様なことを話題にしている．その中で，上記に引用した「子守唄」がある．これは「明

日はこの子の宮参り一生この子がまめなよ'こ」という最後の歌詞にオチをつけているのだが，手に持った豆の

棒と，「達者である」という意味の「まめ」をかけている，ということである．でんでん太鼓の代わりに豆の棒

を以ていることが，笑いをねらった演出なのである．この俄からも，このような子守唄が一般的で，誰もが知っ

ている子守唄であることが分かる．

「明日はこの子の宮参り一生この子がまめなよ'こ」という歌詞の子守唄が全国にある例を以下に示す．これ

も，先ほどの例と同様に北原白秋の『日本伝承童謡集成』を参照する．
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ねんねしなされ，おやすみなきれ，

明日はこの子の宮参り，

宮へ参ったらなんと言うておがむ，

一生この子のまめなように．

〔三重〕

ねんねしなきれ，お休みなされ，

明日は貴方の宮参り

宮へ参ったらなんというて拝む，

一生この子がまめなように．

〔兵庫〕

｢閑耳目』とＩお座敷三輪加』は一例ではあるが，これらから明治時代の一般の人々にとっての子守唄がどのよ

うなものであったのか，ということを垣間見ることができる．

2．明治期の教科書

明治期の教科書については，多くの先行研究があり，それらをもとに明治期の教科書がどのような経緯で作ら

れていったのかということを見ていくことで，「教材」としての教科書の役割を考察する．なお，ここでは『日

本教科書体系21』の教科書目録に掲載きれたものを対象とする

明治5年８月に発布された学制により，小学校に「唱歌」中学校に「奏楽」が教科として設けられたこの時

の音楽とその教育に関する文部省の考えについて，山住正巳は「愛国心の教育と女子教育に音楽を利用しようと

いう意見が目につく22」と文部省が発行した雑誌をもとに述べている．音楽の機能を訓育に用いることを核とし

ていたことをうかがうことができる

しかしこのときはいずれも「当分之ヲ欠ク」とされ，音楽取調掛編の「小学唱歌集』が発行された明治'４

年になってようやく音楽教育が進み出すまでおよそ９年の歳月がかかっている．指導する教材が整っていなかっ

たばかりでなく，その指導者，そしてその指導者を養成する組織きえなかったのである.

明治,４年にようやく最初の教科書である『小学唱歌集初編」が発行きれたその緒言には「凡ソ教育ノ要

ハ徳育智育体育ノ三者ニ在り而シテ小學二在リテハ最モ宜ク徳性ヲi函養スルヲ以テ要トスヘシ今夫レ音楽ノ物夕

〃性情二本ツキ人心ヲ正シ風化ヲ助クルノ妙用アリ23」と当時の音楽取調掛長であった伊澤修二が述ぺているよ

うに，「徳性の酒養」が重要であり音楽は「人心ヲ正シ風化ヲ助クルノ妙用アリ」とその機能の効果を強調して

いる．愛国心教育と女子教育から徳性の酒養へと，どちらも訓育という領域では共通しているが，その範囲がよ

り広汎なものになっているそして，この「徳性の酒養」ということが，「明治十年代末から二十年代にかけて，

各地方でもこの唱歌集に類似のものがたくさん発行されているが，その多くはこの方針に迎合し，『小学唱歌集』

よりもはるかに露骨な徳性酒養の唱歌となっている24」という状況になっていったのである．つまり，音楽に関

する技能の習得よりも「人心ヲ正シ風化ヲ助クル」という訓育を第一の目標として音楽教育はスタートし明治

20年代まで進んだのである．

さて，『小学唱歌集』が世に出て９年後，明治23年に発行きれた教科書の中には，その緒言をみると発行の趣

旨がそれまでとは異なるものが現れた指導しやすい教材を新たにつくったり加えたりした『増訂小学開発唱歌

集25』である．「多年而ノ音楽専門家ノ教授ヲ受ケ少シク得所アリ是ヲ以テ小学生徒二試ミシニ其ノ教授ノ至難

ナルヲ覚知ス」と，指導法に着目し指導のしやすさを中心に編集したものである．緒言には,男女によって好き

な曲とそうでないものがあり，女子は好きだが男子が嫌いなものは教えてはならないさらには，言葉の誹り誤

りを正すことが主であり，生徒が発音に苦しまないことがもっとも必要な指導法だとも書かれている.男子を指

導対象の中心として考えられているのはこの時代仕方のないことであろうが，子どもの興味関心を考慮すること

やいやな思いをさせない，音楽を嫌いにぎせないという意図をもって編集きれていることがこの記述からわかる

このような子どもの側から教科書を考える流れには他に言文一致運動があった言文一致運動の趣旨は，話し

言葉と書き言葉を一致ざせ'日常の思想や感情を的確に表現して，誰にも分かる文章を書こうというものであ
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る26．この流れに賛同し唱歌そして唱歌集をつくっていった－人に田村虎蔵（1873-1943）がいる．田村は，

明治４１年に出版した『唱歌科教授法」の中でそれまでに発行された唱歌集のことを「その編纂の所以を詮議し

て見ると，何等児童の研究を参考したる点がない様である」とし「歌詞曲節共に，児童の趣味に適合さしたも

のであらねばならん」と述べている．さらに「かくて，尋常一，二学年には，言文一致体の歌詞を選定したの

である．当時言文一致体の歌詞に曲節を附することは，頗る大謄なる作業であったのである．そこで，私どもは，

殆ど位置を危うするまでに，ある筋の方々から容易ならぬ迫害を加えられたのである２７Ｊと続けている．この

ことから言文一致体で唱歌集を発行すること，つまり子ども側に立った教科書の編纂は亜流であり，当時の音楽

界，音楽教育界では認められていなかったことがわかる．

では，言文一致の流れの中で．子ども側に立った教科書の編纂に取り組んだ田村とは逆の主流の側では，どの

ような教科書をつくっていたのだろうか｜｢日本教科書体系唱歌編２１に掲載されている一覧を見ると，明治

22年に発行された二つの『軍歌集」を皮切りに次第に明治26年の『日本軍歌」『精神教育対外軍歌」等，軍歌

あるいは軍歌調の教科書が数多く発行きれている．タイトルに軍歌あるいは行軍等，軍事的要素を含んだものだ

けでも５６を数える．一覧に記載された明治期の教科書は総数が240なので，その割合は23％に上る．「國を挙げ

ての富国強兵」というスローガンには，当然子どもたちも含まれており，音楽の教科書にもそのことが色濃く表

れていたことがうかがえる．文部省も明治37年に『戦争唱歌」３８年に「凱旋』という唱歌集を発行している．

明治27年に日清戦争，明治37年に日露戦争が起こったことをみるとそうせざるを得なかったと言えるだろう．

現に子どもの側に立った教科書の編纂を目指した田村も『日露軍歌」『旅111頁陥落祝捷軍歌』等の軍歌による

唱歌集を発行している

このように見てみると，明治１４年の『小学唱歌集』の発行以降多くの唱歌集が発行されているが，旋律は

西洋風，日本風，そして新たにつくりだしたものという当初の形から日清，曰露の二つの戦争を通して軍歌や軍

歌調へと変化していったのである．一方，表現方法は子どもにとっては難解な文語調のものと平行して子どもに

より分かりやすく提示することを旨とした言文一致体のように口語調のものも登場している．さらに教授法に

関する本２９も多く出版きれている．言文一致体による唱歌集の編纂に努めた田村の唱歌集は，教科書として扱わ

れた240の中の４１に上る．これは同一人物が唱歌集の曲づくり，選択に携わったものの中では最多であるこ

れらのことから当時の指導者たちが，いかに分かりやすい指導を目指していたかをうかがうことができる．ただ

しその内容は一貫して修身や戦意高揚を含めた「徳性の酒養」を目指しているのである．では，「徳性」の内

実に変化はないのだろうか．文部省が発行した明治１４年の「小学唱歌集』と明治44年に発行された『尋常小学

唱歌」の歌詞の内容を比較してみる30.

表ｌ「小学唱歌集』と『尋常小学唱歌』における歌詞の内容の比較

明治１４年には，自然，生活・行事に関するものが４割を超え最も多いのに対し明治43年には忠君愛国的な

ものと勤労殖産的なものだけが増加し，自然，生活に関するもの，教訓的なものは減少している．「徳`性」の内

実にも若干の変化があり，忠君愛国，勤労殖産の意識を唱歌教育によって高めようとしたことがこの比較からわ

かる．そして唱歌の影響について教科書の歴史を研究した唐澤富太郎は「小学唱歌の影響は，今日でもなお，

発 〒年 明治14～17年(1881～1884） 明治44年(1910）

唱歌集

歌集

三編

曲数 害Ｉ合 曲数 割合

自然，生活・行事に関するもの 3９ 42.99'６ 4６ 38.3％

君が代を祝うもの，忠君愛国的なもの 2６ 28.6％ 3５ 292％

教訓的なもの 2６ 28.6％ 2６ 21.7％

勤労定活を歌い，殖産をたたえるもの ０ ０ 10 ％

その他 0 0 ３ ％

総数 9１ 120
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その教育を受けた人々の心の中に生き生きとよみがえるものをもっていることから見てもわかるように，予期以

上に大きなものであって，観念形態として修身・歴史等で教え込まれた『忠君愛国」よりは，はるかに根の深い

ものと考えてよいと思われる３１」と述べている．『小学唱歌集』に調われた「徳性のi函養」は，明治政府のその

時々の意図が教科書に反映され，子どもたちの心情に強く訴えることになったのである．

また，この唱歌における「徳性の酒養」は明治１２年に出された「教学大旨」を経てその意図が明確になる明

治23年発布の「教育勅語」との関連に触れておかなくてはならない．山住は「音楽取調事業が設立きれた明治

１２年は，『教学大旨』のだきれた年である」とし，その中の「小学条目二件」の第一項を挙げ，唱歌教育が始

まる以前から愛国心教育の萌芽があることを指摘している３２．そして，それは「教育勅語」へとつながっていく

のである．「教育勅語」の影響の大きさは言を俟つまでもなく，当時の政府が訓育の根幹としてその思想を教育

活動によって流布しようとしていたことが分かる．その一つの方法として，唱歌の編纂ならびに唱歌教育が行わ

れていくというのは当然の流れであったに違いない．

3．唱歌におけるく子守唄〉

明治１０年に通称『保育唱歌」として知られている『保育並二遊戯唱歌」が出版はきれなかったものの，雅楽

の伶人達によって作曲され，さらに文部省と音楽取調掛による音楽の教科書『小学唱歌集」が，明治１４年から

１７年にかけて発行される．それを皮切りに，膨大な数の唱歌集が出版きれた．明治36年に，教科書が国定化さ

れるまで，各県において教科書が発行されていたため，かなりの数の教科書が発行きれたことになる．唱歌に関

しては，明治44年から大正3年にかけて「尋常小学唱歌』が出版される．ちょうど明治の終わりから大正にかけ

て，明治期の集大成とも言える『尋常小学唱歌』が世に出たことになる．これらの唱歌集において，子守唄がど

のように扱われているのか。考察を加えていく．

３－１明治期の唱歌における子守唄についての概観

明治期の唱歌集において，子守唄がどのように扱われているかを概観する年表ｌに，

歌集における子守唄についての基本情報をまとめた

明治期に出版きれた唱
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のゴー

L泉『軟館 改良子守謡
９ 1.2.3唱歌集小学校教科用 入江好次郎 明治3３ 1900 軟館 鯛子守謡

10 修正小学読本歌曲集 永ヂ
の

｡幸次 明治3３ 1900 静 Ⅱ :吉見書店 もりうた

1１ 日本遊！ (唱歌集第壱編 鈴木〉欲郎 リ 拾3４ 1901
￣字屋 守り 歌

1２ 日本遊戯唱歌集第壱編 鈴木米次郎 明治3４ 1901 東京:＋字屋 守り歌
1４ 小学 読本唱歌 目賀田万 明治3４ 1901 奈良:音楽書院 ねよねよ三吉
1５ 唱歌瀞書教Iii

▲

キ 巻1 ４ 共益商躁器店

－
ノ 拾3５ 1902 東京 共益商

Ｐ
□
０
』 :楽器店 子守！ヨ

1６ 英語唱歌愛吟集；;2週
＝・

ズフ
●

の庄吉 明治3６ 1903 東京 太平洋箔 哀れ､森のｉ 醜
1７ 日英唱歌集第１集 福ヂ

●

▲直秋 明治4１ 1908 東京 学海指針 ｉｔ 眠れる子

1８ 新唱歌教ポ 適用 渡辺義丸､(小） い L） 明治4３ 1910 甲府 進堂筍 諸楽部
フ片Ｐ

」、『 歌
1９ 女子音楽教科書教師用巻之一 永ヂ

●

●幸次､田に 。銀之 力 明治4４ 1911 大阪:開成館 子守歌

2０ ［ ]学唱歌教ギ統合第3巻 田ホ 虎蔵編 明治4４ 1911 東京:東京音楽書暁 :ほか］ CradleSong
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これを見ると，にもりうた」と読むにも「子守歌」「子守唄」「子守謡」といろいろな「うた」という漢字が

当てられていることが分かる．また同義語として「守り歌」「もりうた」という呼称も使われている．ざらに

｢ねむれよ子」「眠れみどり児」や「ねんねしな」「ねよねよ三吉」というように「眠る」「寝る」という言葉から

派生した言葉を使って曲の題名にしているものも見られる．

年表ｌに見られる曲については，楽譜が掲載きれているものがほとんどであるが，中には歌詞のみのものも含

まれる．楽譜があるものを中心にそれぞれの曲の内容を検証していくと，以下の３種類に大別できる．

外国から伝来した曲

日本古来の曲

新し〈作られた曲

１
２
ａ

さらに上記ｌ～３について，旋律と歌詞という２つの視点から分析すると，それぞれの項目について以下のよう

な特徴が見られる．

表２唱歌集に見られる子守唄の特徴

まず，上記の表にあげた旋律と歌詞の特徴について簡単に述べる．

(1)外国から伝来した曲について

旋律においては。大きく分けて讃美歌かそうでないか，ということに分けることができる．鎖国時代が終わり，

諸外国との交流が始まることにより，多くの外国文化が入ってくることになる．日本が国を開いたことにより，

主にアメリカから多くの宣教師たちがやってきた．宣教師たちの目的は，キリスト教の布教であるが，布教のた

めの手段として讃美歌が入ってきた．また，讃美歌は讃美歌として作曲された曲だけではなく，民謡や子どもの

ための歌などにキリスト教の教えの歌詞をつけた，というものが数多く見られる〕]．さらに，宣教師たちは，日

本各地に学校をつくり，布教活動を広めていったその過程で，教科書ができ，その中に讃美歌やそれに順ずる

布教のための歌が掲載ざれ，歌われるようになったこれが，明治政府が学制を発布し学校制度を整備し，教科

書を模索しながら作った時期と重なる．明治期の洋楽導入として，唱歌，讃美歌，軍歌が大きな柱として語れる

ことが多いが，ここで唱歌と讃美歌とを考える時に別のものとして捉えることは難しいこのような理由から，

西洋諸国から伝来した曲について，まず讃美歌かそうでないものか，ということに分けて考える．

歌詞については，原語のまま掲載されているものと，邦訳きれた歌詞が掲載されているものとに大別できる．

どのような唱歌集にどちらの歌詞が採用きれ，どのように邦訳されているのか考察を加えたい

(2)曰本古来の曲

明治政府が進めた西洋化により，各教科の教科書作成においては，西洋の教授法とそれまでの日本の教授法と

をどのように折衷するかが大きな問題となった．これは音楽においても同じであり，現代においても，この問題

は解決しないままである．伊澤修二がまとめた「音楽取調成績申報書３１においても,３つの大きな柱を立ててお

り，それは，東西音楽の折衷に着手すること，国楽を興すべき人物を養成すること，諸学校に音楽を実施し適否

を試すこと，と述べている．しかし現代に至る音楽教育の実態を考えると，伊澤修二が当初述べていた「東西

音楽の折衷」や「国楽を興すべき人物を養成」することに関しては，成功したとはいえない状況であろう．

it律 歌詞

１． 外国から伝来した曲 ①讃美歌（あるいはそれに準ずる）

②讃美歌以外の曲

Ａ原語のままの歌詞

B､邦訳された歌詞

２．日本古来の曲 Ａ母親が歌う歌(寝かせ歌）

Ｂ守り子歌

C､新しく作られた歌詞

３． 新しく作られた曲 ①日本風に作曲された曲

②西洋風に作曲された曲

③楽譜がないため不明な曲

Ａ寝かせ歌のような歌詞

B・修身的･教訓的な歌詞
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教科書を作り始めた当初からいろは歌や数え歌のような，口承で伝えられ，誰もが親しんできた歌を教科書

に採用するか否か，ということについては，大きな問題であったようだ．「子守唄を教科書に採用するかどうか」

についての記述は，これまで目にしたことはないが，日本の子守唄の性格から考えると，数え歌等よりも採用さ

れにくい性質を持つ，と考える．日本の子守唄は，「Ｌ日本の子守唄の概説」でその特徴を簡単に述べたように

母親が歌う寝かせ歌のようなものと，母親以外が歌う子守唄とに分けられる．母親以外が歌う子守唄とは，子守

奉公の守り子たちが歌う子守唄である．農家の口減らしのために奉公に出された少女たちである守り子たちが

歌ってきた歌を，教科書に採用するであろうか数え歌や鞠つき歌に関して「子守歌や鞠付歌のように価値のな

い，いまざら語る必要のない音楽」と教授法の本の中で述べている3sような時代に，守り子たちが歌う歌は，数

え歌や鞠付歌よりも，格の低い歌として捉えられていたと考えられる．

日本の子守唄がこのような,性格を持っている，と踏まえたうえで，教科書に採用されているのか否かを考察す

る．さらに，採用きれているとすれば歌詞に注目し，母親が歌ってきた寝かせ歌のような歌詞（A）であるの

か，守り子たちが歌ってきた守り子歌（B）であるのか，あるいは歌詞だけ新しく作られたもの（C）であるの

かということを検討していく．

(3)新しく作られた曲

学制発布以来始めて作られた『保育唱歌」は，雅楽の伶人たちによるもの雅楽の旋法を使って作られた唱歌集

であったその後，音楽取調掛によって編集ざれ文部省から発行きれた「小学唱歌集」（明治14～17年）や『幼

稚園唱歌集」（明治20年）を皮切りに多くの唱歌が作曲され，膨大な唱歌集が発行きれることになる．

「保育唱歌」は，雅楽の伶人たちが雅楽の旋法を駆使し，西洋音楽の形式を模索しながら作った曲集であるこ

とが特徴である．それに対し『小学唱歌集』は，西洋伝来の曲に日本語の歌詞をつけた曲が数多く含まれている．

その中には，今でも私たちになじみの深い「蝶々」（ドイツ民謡）や「蛍」（スコットランド民謡／現在の曲名は

｢蛍の光｣）などが含まれている以後，唱歌は大きく分けて日本風に作曲された曲と西洋風に作曲された曲に大

別できる．日本風といっても，雅楽の旋法を用いたり，琴歌を参考にしたり，民謡調で作られたり，と作風はさ

まざまであるので，あえて日本風という言葉を用いる．

さらに歌詞については，寝かせ歌のような歌詞（A）であるのか，修身的・教訓的な歌詞（B）であるのか

に着目する．前述の「(2)日本古来の曲」で話題にあげたものに「数え歌」がある．これは，古くから伝えられ

た旋律を用いた歌を取り上げたという点で，唱歌集においては珍しい例であるが36,歌詞は新しく作られたもの

であり，修身的・教訓的な内容である．「こいうた」という題の歌において，どのような歌詞が歌われるのか

検証していく

３－２外国から伝来した曲について

年表１から外国から伝来した曲について，下記の表２にまとめた６冊の唱歌集に計６曲の子守唄が掲載さ

れている前述の表ｌにまとめた旋律と歌詞についての特徴は，下記の表中「特徴」の欄に示した．

表３外国から伝来した曲による子守唄について

ド
出版年子守唄タイトル 特徴作曲者等

明治1４ねむれよ子②Ｂトイノ民謡

明治2５ねんねしな①Ｂ不羊

明冶3６哀れ森の稚児②Ａイキリス昂詩

明冶4１眠れる子②Ｂタウヘルト

明冶4４子守歌２Ｂ／ユーヘルト

明治4４CradleSong ②Ａイキリス民謡

これらの曲については，『幼稚園唱歌」における「ねんねしな」をのぞいて，すべて作曲者かどの国の民謡か

が分かった作曲者については『女子音楽教科書教師用』を除いては楽譜に併記してある．各国民謡につい

ては『小学唱歌集」以外は，楽譜中に併記してあるか，または解説のページに説明が加えられていた

さらに上記の子守唄が掲載きれている唱歌集を，その特徴で分類すると，以下のようになる．なお『小学唱

歌集」については，その成立過程である歌詞の邦訳について多くの研究がなされてきたまた文部省と音楽取調

掛による初の唱歌集であり，他の唱歌集とは異なる成立過程をもつため，『小学唱歌集」については，以下の分

唱歌襄名

１
－
岸
１
－ ｣版年 子守唄ﾀイトル 特徴 作曲者等

１ 小学唱歌集
■

〃 1１ 編 明治1４ ねむれよ子 ②Ｂ ﾄﾞイツ 昊謡

５ 幼稚園唱歌 明治2５ ねんね ￣な ①Ｂ 不詳

1６ 英語唱歌愛吟集第２集 明治3６ 哀れ森の稚児 ②Ａ イギリス民謡

1７ 日英唱歌集第１集 明治4１ 眠れる子 ②Ｂ タウベルト

1９ 女子音楽教科書教師用巻之一 明治4４ 子守歌 ②Ｂ シューベルト

2０ 中学唱歌教科統合第3巻 明治4４ CradleSonｇ ②Ａ イギリス民謡



223明治期の唱歌における子守唄

類から省き，最後に考察を加える．

『幼稚園唱歌』

『日英唱歌集」「女子音楽教科書』

『英語唱歌愛吟集』『中学唱歌』

･キリスト教的要素の強いもの

･歌曲的要素の強いもの

･英語の学習的要素の強いもの

これから上記の３種の分類についてその特徴を述ぺ，それぞれの子守唄について考察を加える．そして，最後

に『小学唱歌集ｊにおける子守歌「ねむれよ子」について検証する．

３－２－１キリスト教的要素の強いもの

『幼稚園唱歌集」は，アメリカ人宣教師アニー.Ｌ・ハウ（Howe，AnnieLionl852-1943）によって，明治２５

年に正編が，ざらに29年に続編が発行きれたこれは，神戸の頌栄幼稚園における保育のために作られた唱歌

集である訳詩は，大和田建樹によってなされている．ハウはシカゴのフレーベル協会保母伝習学校を卒業後，

現地で幼稚園教育に従事し，日本には明治20年に来日している．その後,22年１０月に神戸に「頌栄保母伝習所」

という保母養成機関を作り，その初代所長に就任し，１１月には頌栄幼稚園を開園している現在でも，ハウが開

園した頌栄幼稚園は，神戸市東灘区にあり，多くの園児たちが通っているハウは，『幼稚園唱歌集』を皮切り

に『クリスマス唱歌』『母の遊戯及び育児歌』などの書物を残している37．

『幼稚園唱歌』の正編では，祈祷歌１２曲朝の歌４曲クリスマスの歌４曲，四季の歌１４曲，花の歌４曲雑

歌１６曲指遊の歌７曲恩物歌１２曲進行歌３曲輪遊歌１２曲五官の歌２曲職業の歌４曲，計９４曲が収

められている．さらに続編では，朝の歌２曲祈祷の歌７曲，四季及花の歌24曲，指遊の歌２曲五官の歌３曲，

輪遊の歌４曲雑歌１４曲計５６曲が収められており，一番最後に「ねんねしな」というタイトルの子守歌が掲

載されている．ハウは『幼稚園唱歌」正編の序文にあたる例言において，児童のための唱歌集はまだ充分ではな

いという状況であるとのべ，指遊の歌は「指を柔らかにすると，家族の関係に注意を意かしむるとの二重の目的

を以て」作られており，また「日光，雨，雪，日且星の歌ハ小児の観察力を是等の現象に引くために」用い

るためであり，「五官の歌ハ聡明なる視聴，穎敏なる味嗅及触覚を発達せしむるために殊に緊要」であり，「遊戯

の歌ハ児童の肢体を練習せんためのみならす又法則秩序の観念を発達せしめ，他人の事を恩ふ心を起きしむる

ためにも用ふるを可とす」などと，ざまざまな歌を取り上げている理由，その目的などにわたって，細かく説明

を加えている．全編を通して，キリスト教精神に根ざし，またフレーベル教育理念に基づく幼稚園教育のために

作られたという特色のある唱歌集である．

「幼稚園唱歌』の「ねんねしな」の歌詞を下記に記す．８分の６拍子，ヘ長調，１６小節の短い曲である．

1．じあいの母の手枕に

うとりうとりとあいらしや

ねんねしなねんねしなねんねしな

ねんねしなねんねしなねんねしなよ

2．いつしか夢は春の野の

胡蝶とともにとびめぐる

ねんねしなねんねしなねんねしな

ねんねしなねんねしなねんねしなよ

３－２－２歌曲的要素の強いもの

『日英唱歌集』と『女子音楽教科書教師用』といういずれも明治40年代に出版された唱歌集において，ドイ

ツ人作曲家による子守歌が掲載されている．それぞれ，タウベルト（CarlGottfriedWilhelmnubert，1811-1891）

とシユーベルト（FrantzPeterSchubert，1797-1828）による子守歌である．これらの２冊の唱歌集には，唱歌集の

選曲等において共通点が見られる．まず，２冊とも高等女子教育等のための唱歌集であり，日本の曲よりも西洋

の曲に重点を置いているという点である．『日英唱歌集』は，現在の武蔵野音楽大学の創始者でもある福井直秋

(1877-1963）による編集であり，例言には「楽曲は，欧米並に本邦諸大家の作」とあるが，全２７曲のうち僅
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か９曲が日本人の作曲家によるものであり，１８曲が西洋伝来の曲からなっている．その中には，欧米諸国の民謡

やベートーベン（LudwigvanBeethovenl770-1827）やシユーマン（RobertAlexanderSchumann」810-1856）の

曲なども見られる38.また『女子音楽教科書」は，現在の大阪音楽大学（当時は大坂音楽学校）の創始者である

永井幸次（1851-1931）と田中銀之助（1873-1935）によるものであるが緒言において「本書には邦人の作

曲を載せざりし」ことを明言し，その理由として「現今邦人のなせる作曲否メロディーは，概して駄作」であり

｢少とも欧米人の作曲に比すべ〈も非ざるを如何せん」と述べている．つまり『女子音楽教科書』は，すべての

曲が欧米の作曲家によるものか，欧米に伝わる民謡等であるということである．

きて『日英唱歌集」における「タウベルトの子守歌」〈ZwOlfGesiingeop27-5〉と『女子音楽教科書』におけ

る「シユーベルトの子守歌」〈WigenliedD498〉の歌詞は，いずれも邦訳された歌詞が掲載されているこれら

に共通点があるのだが，それは，原曲の歌詞の意味はほとんど生かざれていない，という点である．「シューベ

ルトの子守歌」の邦訳は，山口重樹という人物によってなされている．原曲の歌詞と邦訳を見比べてみると，あ

えて言うならば，原曲の３番を生かして，邦訳の１番から３番を構成したようである．「タウベルトの子守歌」に

関しては，原曲の歌詞は，全く無視されている．原曲の歌詞はシユテフアン・シユツツェ(StephanSchutzel771-
1839）による以下に，その歌詞を対比させてみる．

原曲「タウベルトの子守歌」

SchlafinguterRuh お休みぐっすり

お休みぐっすり

目を閉じて

お聞き雨の音を

お聞き隣の犬が鳴いている

小犬が男にかみついた

乞食の服を引き裂いた

乞食は門の方に逃げていった

お休みぐっすり

１ SchlafinguterRuh

TndieAugleinzu，

Ｈ６ｒｅｗｉｅｄｅｒＲｅｇｅｎｆｍｌｔ，

H6rwieNachbarsHUndchenbellt・

HUndchenhatdenManngebissen

HatdesBettlersKleidzerrissen，

BettlerliiuftderPfOrtezu：

SchlafinguterRuh1

静かに，良い子よ，

外で風が吹いている

ウサギざん，ウサギさんが耳をとがらし

高い草の中から外を見ている

狩人が緑の服を着てやってくる

ウサギさんを牧場から追い立てる

ウサギさんは素早く，素早く逃げていく

静かに，良い子よ，

ZStillmeinsUBesKind，

DrauBenwehtderWind

Htischen，HiischenspitztdasOhr，

SiehtauslangemGrashervor：

JiigerkommtimgrunenKleide，

JagtdasHaschenausderWeide、

Hiischenliiuftgeschwind,geschwind，

StilLmeinsiiBesKind1

お休み，ほっぺが赤い

心配することはないよ

鳩が野原を飛んでいる

飛びながら食べ物（穀物）を探している

３SchlafdieWangleinrot，

HastnochkeineNot，

TiiubchenfliegtaufFeldundFlur，

FliegtundsuchteinK6mchennur・

AchdieKleinenstillundbange，

Sprechen：'１Mutterbleibtsolange､m

MutterbleibtbisAbendroL

Schlaf,hastkeineNot1

ああ，小さな子どもたちは，ひそひそと不安げに

話している「お母さんがこんなに長くいるよ」

お母さんは夕焼けまでいる

お休み，心配ないよ

安心していていいよ

乞食はもう戻ってきた（けど）

うさぎさんはいばらの茂みで眠っている

Kannstnurruhigsein，

Bettlerkehrtschonein，

HiischenschliiftaufStachelborn
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いまや，うさぎさんはもう畑で１

鳩さんは子どもたちに餌をやつ・

鳥さんは歌うのをやめた

大人も子どももみんな眠くなった

うさぎさんはもう畑で横にな

子どもたちに餌をやっている

もう畑で横になっているHiischenliegtnunschonimKorn，

TiiubchenfiittertseineJungen，

VOgleinhatnunausgesungen，

MUdistallesgroBundklein，

Schlafnurruhigein1 ぐっすりお休み

『日英唱歌集』において邦訳きれた「タウベルトの子守歌」

第一章 父の膝．

おごそかに
めぐみ

慈愛の山'よ，

夢にも高し，
まだき

未明|こ起き出で，

いざ．いざ．いざ．学ばむ．
おもひ

理想Iま高し．

父の膝

母の膝．

おだやかに，
めぐみ

慈愛の海'よ，

夢にも深し，
まだき

未明|こ起き出で，

いざ．いざ．学ばむ．
のぞみ

希望は深し．

母の膝．

第二章

第三章 親の恩

夢の間も，

山よりたかく，

海よりふかし，
まだき

未明|こ起き出で，

いざ．いざ．報いむ．

現に夢に

親の恩．

上記２つを見比ぺて分かるように原曲の歌詞は全く無視され，全く違う意味を持つ歌詞がつけられている． し

かも「子守歌」であるが，子守歌のような歌詞には感じられないあえてここから子守歌の要素を探すとすれば，

｢父の膝」と「母の膝」から連想する親のぬくもりであろうかしかし，この邦訳ざれた歌詞の大意は最後に

もはっきりと詠われている「親の恩」である．原曲の歌詞から，なぜここまで飛躍した歌詞がつけられるのであ

ろうかこれは，本論文で明らかにしていく問題である．この問題に関しては，「３－４．新しく作られた曲」で

述ぺる子守唄に関するざまざまな歌詞を検証した結果をふまえて，本論の最後「むすび（唱歌の歌詞の意味する

もの)」の項にまとめる．

３－２－３英語の学習的要素の強いもの

『英語唱歌愛吟集」と『中学唱歌」において子守歌が掲載されているが，いずれも歌詞が原語のままである．

『英語唱歌愛吟集』は，長井庄吉（1851-1931）という人物によって編纂きれたものである．巻頭のはしがきに

｢刻下英語の研鑛曰に進むと雌惜むら〈は未だ其詩を通して論して純潔なる理想と高尚なる趣味とを解するもの

少し」とし「弘<英米に在て愛謂さらるる詩歌を抜粋」して編集したことが書かれている．編者の長井庄吉は，

上田書店という出版社を設立した人物で，多くの出版物を世に出しているが，その中でも上田書店からの出版物

では，英語教育に関わるものが多いなお，現在も英語の参考書や辞書等の出版で有名な研究社は，長井庄吉の
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娘婿にあたる小酒井五一郎が設立した出版社である．『英語唱歌愛吟集』の出版にあたり，その選曲等について

は，音楽に関する専門家が関わったかもしれないが，確かな情報は見つけることができないそもそも，学校の

音楽教育における唱歌集というよりも，英語の知識を広げる手段としての歌曲集という意味合いが強いと思われ

る．『英語唱歌愛吟集」に掲載きれている子守歌は，「哀れ森の稚児」というタイトルがつけられており，その解

説によると，イギリスに古くから伝えられてきた民謡であるという]，．

『中学唱歌』は，田村虎蔵によって明治43年に東京音楽書院より出版きれた唱歌集である．第１巻から３巻ま

でが出版きれているが，それぞれ中学１年生から３年生用である．それぞれの巻の巻末に「附録」として「英語

唱歌」が１０曲ずつ掲載されている．その中の３年生用に「CradleSong」というイギリスの民謡が原語のまま掲

載されている．唱歌が「純粋に音楽教育を目的にしたものではなく，他教科の補助科目という性格を強く示して

いる」と山東功も指摘している判が，それは当時出版された唱歌の教授法などの書物にもはっきりと述べられて

いる．田村は『尋常小学唱歌教授書第一学年4'」において，「歌ふぺき題目・事項は，成るべく他教科との連

絡を図叺以て，各教科教授の統一を期さねばならない」と述べているさらに『尋常小学唱歌教授書第五学

年42」では，冒頭において「此学年よりは地理・歴史と云ふ新奇な学科さへ加えられる」と述べ，「此学年の教

材はどのように選択すればよいか」という項目においても，再度新たしい科目である地理と歴史について触れ，

｢此学年の国語読本・修身・竝に歴史・地理・理科等の教科に関係ある事項，及び，児童の実際生活に親しき事

項中から之を取るのが本体である」と他科目との連携を強調している．

「中学唱歌」における「附録」は，田村の言う「他教科との連絡を図る」べき意図で，掲載された意向もある

と推測できる「附録」に関しては，各学年の巻末に１０曲ずつが英語の歌詞のまま，邦訳が全く掲載きれずに

印刷されている．

３－２－４『小学唱歌集」

『小学唱歌集』は，明治14年から１７年にかけて初編から第３編が発行された日本ではじめての西洋式楽譜に

よる唱歌集である．「小学唱歌」についての詳しいことは割愛しここでは旋律と歌詞の問題に焦点をしぼる．

『小学唱歌集」の初編の第２２曲目が「ねむれよ子」という題の子守歌である．この原曲は，ドイツの民謡で

くSchlafKinderlein，schlaf〉である．『小学唱歌集」には現在「ちようちょう」や「蛍の光」という曲名で知ら

れているドイツ民謡やスコットランド民謡をはじめとした外国曲に日本語の歌詞をつけたものが非常に多く，そ

の歌詞の選定については，これまで数々の研究がなされてきた.2008年に山東が『唱歌と国語明治近代化の装

置４３」において，文部省と音楽取調掛の細かい歌詞に関するやりとりを検証しているが，歌詞選定に関わった人

物らの経歴等を詳しくしらべ，教科としての「国語」や国文学者が歌詞選定に関わったという視点から唱歌の

作成について論じている点で，非常に興味深い

ここで，「ねむれよ子」について歌詞の邦訳を考察してみる．山東は「歌詞選定に関する山住の推定によれば，

原曲の歌詞を翻訳し次いで曲を分解して，日本の伝統的な詩の形式に従って作詞しやすくした上で，分解した

曲に合わせて歌詞の修正を加えた宍うである」と山住正巳の推測を取り上げている．ここで「ねむれよ子」の
原曲の歌詞と邦訳された歌詞を比較してみる．なお，以下の訳詩は意訳せずにできるだけ原文に忠実に訳した

眠れ，赤ちゃん，眠れSchlafKinderlein,shcIafI4

眠れ，赤ちゃん，眠れ

あなたのお父ざんは，眠りを守っている

お母=んは，揺りかごの心棒を揺すっている

すると，夢が降りてくる

眠れ，赤ちゃん，眠れ

LSchlafKinderlein,shcalaf1

DeinVaterhUt，dieSchalr・

dieMutterschUttelt，sBiiumelein，

dafiilltherabTriiumelein

schlaf,Kinderlein,shcalaf1

眠れ，赤ちゃん，眼れ

お空を羊が通っていく

お星さまは，子羊

お月さま，それは羊飼い

眠れ，赤ちゃん，眠れ

2.SchlafKinderlein,shcalaf1

AmHimmelziehendieSchlaf,、

dieStemleinsinddieLtlmmerlein，

derMond,deristdasSchliiferlein，

schlafKinderleinschlaf1
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眠れ，赤ちゃん，眼れ

羊をあなたにプレゼントする

素晴らしい黄金の鈴がついているよ

これはあなたのお友達ですよ

眼れ，赤ちゃん，眠れ

aSchlafKinderlein,shcalaf1

SoschenRichdireinSchlaf

miteinergoldenSchnellefein，

dassolldeinSpiegesellesein，

schlafKinderlein,shcalaf1

以下に邦訳された「ねむれよ子」の歌詞を記す．

第二十二ねむれよ子

Ｌねむれよ子

よ〈ねるちごハ

ちちのみの父の

おほせやまもるらん

ねむれよ子

2．ねむれよ子

よ〈ねるちごは

ははそはのははの

なきけやしたふらむ

ねむれよ子

3．ねむれよ子

よくれておきて

ちちはIよのかはら

ぬみ顔ををがみませ

ねむれよ子

原文のドイツ語の歌詞と邦訳された歌詞を見ると，邦訳された歌詞は，原文の１番の歌詞を参考にしているこ

とが容易に推測できる．しかし原曲の歌詞の父，母には，実際の父母と同時にキリスト教における父母，つまり

神も同時に存在していると考えられる．邦訳された歌詞を見ると，原曲の１番の表面的な歌詞の内容を参考にし，

明治期の教育において重点をおいていた「親の恩」に結びつけていることが分かる．

山東は，歌詞選定に関わった人物が国文学者たちであったと述べている．稲垣干頴，加部巌夫，里見義らの国

文学者が音楽取調掛員として伊澤修二とともに唱歌作詞の中心的人物であったとういことであるが，ここで問題

となるのは，作詞に関わった人々が，音楽には全く精通していなかったという事実であるこれから学校で教え

る唱歌をどのようなものにするかということが検討されている状況であるので，伊澤修二以外は西洋音楽に関

する知識は皆無であった，と考えてよいそのような状況で，歌詞が作られていくわけであるから，音楽の様式

を無視した歌詞になったとしても仕方がない．また明治13年（1880年）に来曰したメーソンも『小学唱歌集』

に関わったと言われているが，音楽に精通しても日本語に精通していない訳であるから，音楽取調掛員とは逆の

意味で仕方のない状況であったのである．

「ねむれよ子」の楽譜を見ても，音楽の語法を知らずに歌詞が作られていったことがよく分かる．これから，

旋律と歌詞の問題に着目して，音楽の様式を考えずに歌詞がつけられていったことを示す．以下の楽譜は，原曲

のくSchlaf,KinderleiMchlaf〉と｜｢小学唱歌集』に掲載されている「ねむれよ子」である．

まず，歌詞と旋律の問題に入る前に，原曲と「ねむれよ子」に音の違いがあることを指摘しておく．楽譜２に

波線をつけている部分が，原曲と違っている．

次は，旋律と歌詞との問題である．この曲は，短い５つのフレーズからなっている楽譜１と楽譜にZに各フ

レーズについて①から⑤までの番号を入れた原曲は，②から④のフレーズが中心となる小節の１拍前から始ま

る弱起の形式になっている．しかし「ねむれよ子」では③と④は原曲と同じように一拍前からの弱起であるが，
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②だけが２拍前からの弱起になっており。全体の音楽的なバランスを崩しているこれは旋律よりも歌詞を優

先させたために起こったことであることは，容易に推測できる．西洋音楽の形式的なことを理解している人物が

歌詞の邦訳を担当した訳ではないので仕方がなかったとしか言いようのない現象である．

さらに，フレーズを無視して歌詞をつけた箇所もある．楽譜２の③のフレーズである１番と２番は③のフレー

ズ内で歌詞の字数がおさまっているのだが,３番だけは歌詞の字数が字余りになってしまって，その結果３番の③

のフレーズの最後の文字が，④のはじめの音で終わっているのである３番の③のフレーズが④のフレーズの第

１拍目で終わることは.３番だけ】がｇ)のフレーズが２拍目から始まることになり．これも全体的な音楽の形式を崩

し歌っていてもバランスの悪い感覚を与えるこれは「小学唱歌集」全編を通して言える特徴であるが．－つ

の楽音に－つの日本語の音をあてているから起こった問題である．歌詞を外国語に翻訳する際には，どうしても

フレーズ内に収まらない，という状況は出てくる．現代であｵしば‘フレーズ内の何かの音を２分割する（例えば

原曲が４分音符の時に．それを８分二音符二つにして歌詞の字数をまとめる等）などどうにか原曲の音楽的な形

式を崩さないような工夫をするであろう．lDI､学唱歌集」の楽譜を見ると，将棋の一つの升目に－つの駒が入っ

ているように，きれいに－つの楽音に－つの日本語の音がつけられているのが．一目で分かる．西洋式楽譜の読

めなかったであろう国文学者たちからなる音楽取調樹員たちが，パズルのように一生懸命一つの音符に一つの日

本語の音をあてはめていった状況を想像してみると，このような問題は起こってしかるべきなのである．

外国から伝来した曲による6曲の子守歌について考察を加えた.全体を通して,音楽教育の模索期であったこ

とが，この混沌とした状況からもうかがえる．しかし，ここで気になるのは，｜｢小学唱歌集」や|｢日英唱歌集」

から浮かび上がる歌詞の邦訳の問題である．原曲③歌詞が少し生かされているか。全く奨視されているか．と状

況は少し違いはするが。歌われている内容が「親の恩」であり，教訓的な要素が強いということである．この問

題は．本論文で扱うすべての子守唄を検証した上で．最後に考察を加えることにする．

３－３日本古来の曲について

表４日本古来の曲をもとにして作られた子守唄について

唱歌集名 出版年子守唄ﾀイトル 特徴

６１１．２．３唱歌集 明治３３１子守唄(其一） Ａ江戸の子守唄

日本古来の曲がそのまま掲載されているのは．上記の表にあげた「｜・２．３唱歌集｣|の中の「子守唄（其一)＿

江戸の子守唄

唱歌集名 出版fi2 子守唄ﾀイトル 特徴

６ r2.3唱歌集 明治3３ 子守唄(其一） Ａ
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のみであった．これは，いわゆる「江戸の子守唄」であり，現代においても最も有名な日本古来の子守唄として

知られている曲である．

この子守唄が当時の人々にとっていかに親しみ深いものであったか，ということは，明治期に発行されたピア

ノやオルガン，横笛やアコーディオンなどの楽譜集にこの子守唄が数多く掲載されていることからも分かる４５．

これらの楽譜集に共通して言えることは，西洋楽器を西洋式の楽譜を読むことで演奏して楽しむ，というスタイ

ルをとっているが，収録されている曲は，当時流行った唱歌や軍歌，また当時の日本人なら誰でも知っている

｢越後獅子」などの長唄，「数え歌」などの俗曲などである．その中に「こもりうた」として，「江戸の子守唄」

が多く取り上げられているのである．

このように明治期においても「江戸の子守唄」が誰でも知っている歌であるということは容易に推測きれる

ことであるが，留意すべきは『１．２．３唱歌集』における子守唄の取り扱いである．この唱歌集は「雀と鳥」と

いう曲にはじまり全１６曲の唱歌が掲載されているが，最後に「附録」として「遊戯用歌」と「手鞠歌」が2曲

｢子守唄」が４曲掲載されているのである．つまり，ここで取り上げた子守唄は「附録」として扱われているの

である．なお，子守唄として「子守唄（其一)」「子守唄（其二)」「改良子守謡」「修身子守謡」と４曲が続けて

掲載されており，「子守唄（其一)」以外の３曲は，新しく作られた曲として分類される曲である．

附録として子守唄や手鞠歌が取り上げられていることについては，冒頭の緒言を読むと，編者である入江好治

郎46の意図を垣間見ることができる．緒言の最後に「子守唄，手鞠謡，等を加へタルトハ即|]力考エウルトコロア

リテ然ルナリ」と書かれている．「即肋考エウルトコロ」とはどのようなことなのか，オブラートに包んだよう

な表現ではっきりしないのが残念なのであるが，編者は緒言において次のようにも書いている．

本書所載ノ歌曲ハ慨ソ小学校教育二経験アル実地家ノ作ニシテ之二交ブルー古来ノ童謡，今代名家ノ作，等

ヲ以テセリ又歌詞，旋法等ハ成ルヘク幼稚園，小学校ノ児童ノ心身発育二適当ナルモノヲ撰へり．

幼稚園や小学校の児童に適当なものを選び，古来の童謡も取り上げたことが書かれているが，これが「江戸の子

守唄」として知られている「子守唄（其一)」や手鞠歌のことであると思われる．しかし，このことが先ほど述

べた「１１ﾘﾘｶ考エウルトコロ」であり，本文中に掲載することはできなかったと判断したと思われる．入江好治郎

について詳しく述べられた文献がないのが残念であるが，彼の含意するところは，表紙の絵〔図l〕にも表れて

いるように思われる．表紙には，２人の男の子と１人の女の子が楽器を持って合奏している絵が描かれているが，

男の子がそれぞれ太鼓と横笛を演奏しており，女の子が箏を演奏している．他の唱歌集の表紙には，オルガンや

アコーディオンなど西洋楽器が描かれているものが数多く見られる中，和楽器だけの演奏が描かれているものは，

珍しい．これだけの情報で，入江が日本古来の民謡等を教科書に取り入れるのに積極的であったと断言すること

は難しいが少なくとも日本の音楽を多少なりとも意識した人物であり，西洋音楽一辺倒の考えを持っていな

かったのではないかと推測できる資料である．

「Hﾘﾘｶ老エウルトコロ」が意味することを考えてみたい当時，子守唄や手鞠歌などの古くから伝えられてき

た民謡等は音楽教育界においてどのように捉えられてきたのだろうかこのことがはっきり述べられている資

料をここで参照する．

明治44年から45年に出版された「文部省編尋常小学唱歌教材解説第3学年47」という本がある．これは「小

学校教員諸君の，教授の参考資料に充てん目的を以て，其歌曲を解説」するために書かれた本であると，著者の

松岡保は緒言において述ぺている．尋常小学唱歌の各曲について，要旨歌詞，曲節予備練習，教授上の注意

等の項目を設け丁寧に解説している．松岡は，文部省が選定した歌詞や曲の選択について，批判めいたことを

述べているこの曲がこの学年にはふざわし<ない，ということ等も理由を添えて，痛快に述べているのである．

彼は，各曲の解説を３ページから５ページにわたり，先に述べた要旨歌詞曲節，予備練習，教授上の注意等

について詳しく述べている．例えば，歌詞ついては，歴史的背景や情景を思い浮かべることのできる説明など，

非常に詳しくなきれている．ところが「かぞへ歌」についてのページは，要旨歌詞等の項目すらなく，わずか

5行の説明で終わっているのである．以下，その５行の解説を引用する．

これと取り立てていふ可き，音楽上の価値のないものである．鞠つき

そしてこの曲節は，幼少の時より耳に熟し歌詞は読本にて学び居る

読本巻六，第十五にある韻文である．

歌や子守唄として用ゐしめるがよい．

故，殊更ら教授する程の事はない．
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子どもたちが幼少の時からよく耳にしている「かぞへ歌」は，音楽上の価値のないものであり，鞠つき歌や子守

唄として用いたらよいという意味である鞠つき歌や子守唄は，「かぞへ歌」より音楽的価値のないものであ

る，という意味が伺える松岡は明治43年に出版した『国定読本唱歌の研究4Mにおいても，同様のことを述べ

ている『尋常小学唱歌』は「国定読本唱歌』（正式には『尋常小学読本唱歌』）と重複するものがあ1），その１

曲が「かぞへ歌」であるここでも松岡は，上記と同様に「取り立てて研究すべき価値はない鞠つき歌や子守

唄に用ゐしめるがよい」と述べ，さらに「此歌は必ずしも歌はせる必要はない」とし，「唱歌としては好まぬ形

式である」と断言している

著者の松岡は，どのような人物であるのか上記の２冊の本を出版した時は，東京府青山師範学校４，教諭であ

るさらに明治３４年に東京音楽社から倉ll刊された『音楽界』という雑誌は，伊澤修二や上眞行らが名誉員を務

めているがその編集委員として田村虎蔵，山本正夫，小松耕輔らとともに名を連ねている

当時の音楽界，音楽教育界の中心的人物の一人であった松岡の「かぞへ歌」に関する批評は，おそらく彼だけ

の意見でなかったと思われるこのような音楽界，音楽教育界の考えこそが入江好治郎が『[２．３唱歌集｣|に

おいて子守唄等の掲載を「W|]力考エウルトコロ」と述べた事情であると考える

「江戸の子守唄」でさえこのように掲載することさえも慎重にならざるを得ない状況がうかがえる中，守子

歌などが教科書に子守唄として取り上げられることなど皆無であろう，と思われる実際，本論文の子守唄検索

のために600冊を超える唱歌集を調べたが１曲も見つけることはできなかった「かぞへ歌」の掲載にも批判が

出る状況下において，子守唄は数え歌よりもランクの低いジャンルとして捉えられていることが判明したまし

てや．守り子たちが歌う子守唄は卑しい歌とされていたことが推測できる

Ⅲ

図ｌ『１．２．３唱歌集』の表紙

３－４新し<作られた曲について

この項目の分類の中で，注目すべきことは旋律が日本風に作曲されたのか（①)，あるいは西洋風に作曲さ

れたのか（②)，ということと，歌詞が寝かせ歌のような歌詞なのか（A)，あるいは{|参身的・教訓的な歌詞なの

か（B)，ということであるなお，この項目では歌詞が重要な意味を持つので，上記の表に「歌詞冒頭」とい

う項目をつけ加え，歌詞の歌いだしを記した

さて，表５に見られるように１２曲の新しく作られた曲による子守唄があるしかしこれらの曲の中で，

現代まで歌い継がれてきた曲は１曲もない田村は「唱歌科教授法｣｜において「私の理想を申せば，我が尋常小

学校では，我国人の作に成れる曲節をのみ選択し－かつこれを課したいのである」と述べているしかし現

状では不可能であると嘆き今後努力奮闘せねばならないと続けているまだ日本人の作曲家によるよい作品が

少ないので「西洋曲（主として欧州曲）を採用すべき必要」があるのだがその際には「日本的趣味に近きもの

を選択せよ」と主張し「近き将来に於ては，全部日本人作にしたい」という意気込みを表している50．

田村は日本人の曲による唱歌作りを目指したがその作風についても模索期にあることが表５を見ても分か
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表５ 新しく作られた曲からなる子守唄について

Ｉ
年
別
Ⅲ
肥
別
弼
羽
別
別
別
別
妬
佃

版
冶
治
冶
借
佶
治
治
治
佶
拾
拾
治

出
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明

欄擶豊印⑳證伽伽伽⑳

修身子､｣-ｍ

るこの項では，これから考察を加える「修身的・教訓的な歌詞」についての示唆が，明治期の唱歌の特徴とも

言える問題に結びつくと考えられるので，この問題に移行する．

その前に上記の表中に，歌詞の分類上Ａ寝かせ歌のような歌詞の子守唄も５曲見られる．いずれも，歌詞の

出典は分からない鈴木米次郎（1868-1940）による『日本遊戯唱歌』の「守り歌」は，古くから伝えられて

たような歌詞に日本風の旋律がつけられた曲に感じる．しかし歌詞をよく読むと「神もよい子を守らせたま

ふ」や「慈愛の母」と言ったキリスト教的な明治期の新しい感覚が盛り込まれた歌詞であるのが，時代を反映し

ていて面白い同じ唱歌集のもう１曲の「守り歌」は，前述の旋律に違う歌詞がつけられている．今度は，春夏

秋冬を歌った歌詞であるまた『新唱歌教科適用』における「子守歌」は，西洋風な短い旋律に日本古来の

子守唄の「ほめ歌」的な要素を含んだ歌詞がつけられている．「坊やはよい子だねんねが上手ねんねをした

ならよい所見せう」と歌い，坊やが如何に可愛らしいかということを詠った愛情あふれる歌詞である．

３－４－１「修身的・教訓的」な歌詞について

この項目であげた歌詞に注目すると，本来の子守唄の有する寝かせ歌としての目的以外で作られた曲が大半を

占めることが表からも読み取ることができる．曲の題は確かに「子守唄」あるいはそれに順ずる内容を示してい

るのであるが，ここで特徴的なのは，歌詞の内容が「修身的・教訓的」な内容であることである．

古くから伝わる子守唄の歌詞を見てみると，「明日はこの子の宮参り一生この子がまめなように」という歌

詞が各地の子守唄に見られる．「まめ」とは『大辞泉」によれば「からだのじょうぶなことまた，そのざま．

健康．たっしや.」という意味である．この歌詞には子どもが一生健康で生きてくれますように，という親の

願いが込められている．このように子守唄には寝ている赤ん坊に，親をはじめとして大人の子どもに対する希

望，願いが歌われている例が見られる．

このような子守唄としての性質を利用して作られたのが「修身子守唄」とも言える，ここでこれから考察を加

えていく子守唄である．これらは，一言で言えば国家が子どもをどのように育てたいのか，日本の国民として

どのような思想を持つべきか，という子どもへのいわば「すり込み子守唄」である．ここで「修身的・教訓的」

要素の強い子守唄の歌詞を以下に引用する．

『小学生徒用遊戯唱歌集』明治20年

第五節教訓子守謡丹所啓行作

眠れよ子眠れよ子稚児は賢き生れ故六つの年に成りたらば

小学校にて学ふぺし小学校は人として知らで叶はい事柄を

教へ授る場所なれば必ず入りて学ふぺし教え授くる事柄の

其の第一は身を修め次は詞の学びにてまた其の詞を字に綴る

次は和洋の算術や地理に歴史に理科の学唱歌体操の事迄も

教えの儘に学ふくし

ﾛ昌歌亀

７
コ 出版年 子守唄ﾀイトル 歌詞冒頭

■
Ｄ
Ｊ
苧 寺i敦

２ 小学生徒「

ロ
ロ
ロ

『 遊戯唱歌集 明治2０ 教訓子守謡 Ｉ 昂ｵしよ子Ⅱ 罰:れよ子 ③Ｂ

３ 新撰ﾛ昌歌小学生徒第１集 明治2１ 眼れみどり児 ねむれみどり子よく癖よ ③A(B）

４ 絵入幼年ﾛ昌歌 明治2６ 子守歌 私のだいじの坊様は ③Ｂ

６ 1.2.3p昌歌案小学校教科用 明治3３ 子守唄(其二） 泣かずに眠れ背の稚児 ②Ａ

７ 1.2.3p昌歌集小学校教科用 明治3３ 改良子守謡 親にのびかつ今年の竹に ②Ｂ

８ 1.2.3p昌歌集小学校教科用 明治3３ 修身子守謡 国は日の本御天子様の ②Ｂ

1０ 修正小学読本歌曲集 明治3３ もりうた ねよねよ三吉ねむれよれむれ ①Ａ(B）

1１ 日本遊戯ﾛ昌歌集第壱編 明治3４ 守り歌 ねんねんよれんねんよ ①Ａ

1２ 日本遊戯ﾛ昌歌集第壱編 明治3４ 守り歌 ぽ_やはよい児だねんねしな ①Ａ

1４ 小学読本ﾛ昌歌 明治3４ ねよねよ三吉 ねよれよさんきちねむれよれむれ ②Ａ(B）

1５ ﾛ昌歌教科書教師用巻３ 明治3５ 子守唄 ちごよちごよ ①Ａ

1８ 新ﾛ昌歌拳l拝Bl遁用 明治4３ 子守歌 坊やのお顔は白くてまんまる ②Ａ
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眠れよ子眠れよ子人と生れて世に立て身の行を知らざれば

鳥や獣に異ならず読書算盤知らざれば世渡る業も成り難く

物の道理を知らざれば賢き人と云ひ難し唱歌体操せぬ時は

身体の病ひ出来易く身体の病の出る時は何れの業も遂難し

稚児よ稚児よ良稚児よ丈夫に青学校へ入ば励て身を立てて

世に誉らるる人になれ

『絵入幼年唱歌』明治26年

私の大愛の坊様ハ今年三つにおはします

常の振舞活発に御機嫌よきこそ嬉しけれ

あなたの生長遊ぱして本や草紙を携へて

小学校に御越します学びの節になりたら（

親愛深き兄様や善き友達と手をひきて

風の吹〈日も雪の曰も喜びすすみて通ひませ

学びの道ハほどとほ〈奥またおくにもいたるくし

涯知られぬ大海も榛まず槽がば渡るぺし

数へみちびく師の君の世にありがたき御詞を

心の底によくとめてかならず忘れ給ふなよ

月曰ハ早く矢の如しやがてその時いたりなん

玉と育つる坊様よ御身健康に人となり

古今にためしあるまじき博学多才の人となり

巧妙手柄を力｡がやかし父母の御名をも揚げませよ

こればあなたの孝行ぞ玉と愛いる坊様よ

すぐれし人になりませよ私の大事の坊様よ

この２曲の子守唄は，いずれも歌詞のみが掲載されていて，どのような旋律であったのかは不明である．『小

学生徒用遊戯唱歌集』の「教訓子守唄」は，丹所啓行という人が作詞か作曲に関わっていることが記きれている．

この唱歌集に掲載された他の曲を参照すると，『幼稚園唱歌』や『小学唱歌」等の唱歌集に掲載された曲などで

構成されている．上記２曲は，『小学生徒用遊戯唱歌集』「絵入幼年唱歌」というタイトルからも分かるように，

今でいう小学生低学年を対象とした唱歌集である．いずれも簡単に歌える歌詞ではない．またこの２曲に共通し

ているのは，「よく学べ」「世の中で尊敬される人になってくれ」という大人の願いが込められた歌詞であるとい

うことである．「2．明治期の教科書」において教育勅語について参照したがいわゆる「修業修学」「知能啓発」

｢公益世務」の精神がひいては「孝行」にもなる，と説いた歌である．

次の唱歌には，「子守」である守り子が登場するが，子守をする子も主人の子を大事に育てなさい，国のため

になるような子どもになりますように，という内容の歌である．

｢1.2.3唱歌集』明治33年

改良子守謡（ホ調四分ノ四拍子）
なら

Ｌ親にのびかつ，今年の竹に，比ぶこの子の末見たや末見たや．
力､た かた

２．さあ行ませう，絵日傘さして，西か東か向く方へ向く方へ
かよ

３．朝日うらうら，霞のおくに，坊も通へとうぐひすがうぐいすが．
しゅ しゅ

４．子守する身の，心得ごとは，子どもだいじと主だいじ主だいじ．

５．子守する身も，暇ある時は，文字やお針の稽古せよ稽古せよ．
だいじ

６．守(よ言葉も，行儀も大切，背の子供の手本ぞよ手本ぞよ．

７．この子守して，贄う育て，君のお役にたたせたやたたせたや．

８．大和魂は，日本の花よ’誰も咲かせううつくし〈うつくしく、
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さらに次の曲は，その歌詞の長さに圧倒される．１６番まであるが，この当時の他の唱歌「鉄道唱歌」をはじめ，

かなり長いものが多いので，この曲だけが特別なのではない．さて現代の感覚でこの歌詞を見ると，全体に統一

感のない，とりとめのない歌詞に思えるが歌詞を読んでいくと「教育勅語」に集約された明治時代の教育方針

をすべて盛り込もうとした内容であることが分かる．しかも「教育勅語」の１２の徳目を順番通りに歌った歌で

ある．参考までに以下の歌詞の右側の【】内に１２の徳目を記す．

『１．２．３唱歌集」明治33年

修身子守謡（ホ調四分ノ四拍子）
よちゅう

克ク忠二＝國は日の本，御天子様の，御恩忘るな，露の間も露の間も．【孝行】
よ力､う

克ク孝二＝深い恵みに，育ったわたし，いつか返苫れう，親の恩親の恩．【孝行】
けいていいう

兄弟二友二＝むつまじうせよ，兄弟中は，同じ五本，指ぢやもの指ぢやもの．【友愛】
ふうふあいオフ

夫婦相ﾈﾛｼ＝松を操の，手本と定め，枯れて落ちるも，夫婦づれ夫婦づれ．【夫婦の和】
ほうゆうあいしん

朋友相信ジ＝お友達衆に．義理尽すのは，やはり我身に，尽す義理尽す義理．【朋友の信】
きょうけんおのれじ

恭険己ヲ持シ＝，し､こまかに身の程守り，言葉やさし〈，行儀よく行儀よく、【謙遜】
はくあいしゆうおよ ほどこし

博愛衆|こ及ポシ＝おもて口から，施すれば，もどりますぞへ，裏口へ裏口へ． 【博愛】
かう

学ヲ修メ＝今ぢや斬して，子守をすれど，一生無学で，暮しやせぬ暮しやせぬ.【修学習字】
ここ

業ヲ習上＝子守するのも，蕊一二年，習ひませうぞへ，針仕事針仕事．【修学習字】

智能ヲ啓発シ＝鋭い刃物も，磨ぎよで切る，人も勉強で，智慧がつく智慧がつく【知能啓発】
とくき きりやう

徳器ヲ成就シ＝，し､一番，仕事は二番，容貌はようても，わるうてもわるうても．【徳器成就】
まけは

公益ヲ廣〆＝久留米飛白の，お傳さんも女子，私も女ぢや，負せぬ負せぬ． 【公益世務】
おとこばかり

世務ヲ開キ＝男計に，苦労をきせて，留守をするのが能ぢやない能ぢやない．【公益世務】
こくけん

國憲ヲ重ンジー是さ婆さん，時世が違ふかはい孫でも，國のため國のため．【遵法】
したが

國法に遵上＝も_し是もし，是もしなもし，何か落ちます，快から狭から【遵法】
ほう からか

義勇公二奉ジー國の為には，唐辛喰ても，うかと言まい，支那勝った支那勝った．【義勇】

明治期に膨大に作られた唱歌についての特徴のひとつに，山東も指摘しているように「唱歌が純粋に音楽教育

を目的にしたものではなく，他教科の補助科目という性格を強く示している訓」ということがあげられる．また

小出浩平は「曲の力で，歌詞を暗記させる旋律奴隷の唱歌」として，修身唱歌，軍歌，鉄道唱歌，人物唱歌など

をあげている５２が，まきに「修身子守謡」もそのよい例である．

上記にとりあげた『絵入幼年唱歌ｊは，「夏は来ぬ」の作詞でも有名な，歌人であり国文学者でもあった佐々

木信綱（1872-1963）が編集にあたっている佐々木は「絵入幼年唱歌』の緒言において，このような子守唄

が作られる背景にあるものについて述ぺている．「此書八幼年子女に忠君愛国の思想をやしなはしめ，優美高

尚の観念を起こ=しめんとて」選曲を行っており，さらに「忠君愛国，其他人倫に関せるもの，軍歌の類，さて

ハ往古の人物四季雑の景物にても，あるハ幼年の教訓となり，あるハ幼年の嗜好にてきすべきものをよしとす」

と，忠君愛国の精神について繰り返し言及している．これこそが，「修身子守唄」ともいえる「すりこみ子守唄」

の根底にある国家の意向なのである．

きて，次に表４の「特徴」欄に示した「Ａ(B)」が示すものについて考察を加える．これは，これは，Ａ寝かせ

歌のような歌詞の中にＢ修身的・教訓的な要素が見られる歌であるという意味である．純粋に寝かせ歌として

の内容とは言えず，その中に少し修身的・教訓的な要素が含まれている，というものである．以下にその例をあ

げる．

『新撰唱歌小学生徒第１集ｊ明治２１年
こ

五二Ⅱ民れみどり児
いね み

ねむれみどり子．よく寝よ．朝疾<おきて．父母の．御か|ま拝みて．

つくしみ．

ｘ

ほほ笑めよ・悦びえめよ・い

『修正小学読本唱歌集』（明治33年）／『小学読本唱歌』（明治34年）

ねよねよ三吉
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ねよねよ三吉ねむれよれむれ

乳のめ乳のめ泣くなよ泣くな

泣くなよ三吉泣く子はよわい

昔の勇士はだれでも泣かぬ

『新撰唱歌』の「眠れみどり子」は，一見すると寝かせ歌のように思えるが，父母への孝養の意味合いを含ん

だ歌詞であると解釈できる．「教育勅語」の示す「孝行」を含意した子守唄の歌詞である．ざらに「ねよねよ三

吉」は『修正小学読本唱歌集」と『小学読本唱歌』に同じ歌詞の歌が掲載されているが，作曲者が違うようで，

旋律は全く違う．おそらく「小学読本』の文章をもとに作られた唱歌である．歌詞の後半に歌われているように，

昔の勇士のように立派な人物になってほしいという「義勇」の意味合いを含んでいる．

このように見てみると，多くのにもりうた」と題された唱歌が，子どもを寝かせるための純粋な歌ではなく，

国家の意思，国家が考える子ども像を歌った歌であったか，ということが判明した．

むすび（唱歌の歌詞が意味するもの）

明治期に出版きれた膨大な数の唱歌集から「子守唄」を探す作業は，大海で針を拾うような作業であった

｢3-3曰本古来の曲について」で参照した松岡保の教授書に「数え歌が唱歌としてふざわし〈ない鞠つき歌か

子守唄として扱うべきだ」という趣旨のことが書かれていたが，西洋音楽を取り入れることで唱歌作りが始めら

れた明治期において，口承で伝えられてきた歌に対する評価は非常に低いものであり，その中でも，数え歌より

も低い位置に格付けされていたのが，日本に古くから伝わる子守唄であった．古くから伝えられてきた子守唄自

体を教科書に堂々と取り上げ，それを子どもたちに学ばせるという意識は，明治期の音楽教育者たちの考えには

なかったしかし子守唄は，子守唄という姿をかりて，修身的・教訓的なことを学ばせる，という手段で使われ

た愛情溢れる歌詞のドイツ民謡やロマン派の作曲者たちによる子守歌も，歌詞の邦訳という過程を経る間に

父母に対する「親の恩」のみを歌う歌詞にすりかわってしまっている．

本論文で参照した明治期の唱歌集の子守唄20曲のうち，４曲が「修身的・教訓的」な歌詞の子守唄であり，３

曲が「修身的・教訓的」な意味合いを含む子守唄であったざらに「親の恩」のみを歌う子守唄になってしまっ

た「眠れる子」（『日英唱歌集』に掲載きれたタウベルトの子守歌）と「ねむれよ子」（『小学唱歌集ｊに掲載され

たドイツ民謡）の２曲を合わせると，２０曲中９曲が，修身的な意味合いの歌詞の子守唄であることになる子守

唄とは名ばかりで，国家の教育思想が反映された「すりこみ型の唱歌」である．さらに恐ろしいことには，本来

であれば，生れて間もない赤ちゃんにも歌う，愛情にあふれた歌であるはずの子守唄という形をかりて，国家の

思想を歌っていた，ということである

子守唄を検証していく過程で，明治期の唱歌像が見えてきたそれは，明治期の唱歌は，音楽のために存在し

たのではなく，国家の意図を反映きせる歌詞を暗唱させる手段として用いられてきた，歌詞偏重型の音楽であっ

たということである．これまで引用してきた田村虎蔵による教授書等にはこのような状況を批判し「子どもの

嗜好する題材を選ぶように」という意向が見えてくるこれらの動きが，大正期の童謡運動などと合間って，子

どもを取り巻く音楽界に変化していくと思われる子守唄を通して，大正から昭和にかけて，どのように音楽教

育界が変化していくのか，次回の課題につなげたい．

､－

７王

2004年９月２０日「読売新聞」の記事参照

日本放送協会編『復刻日本民謡大観』１９９２～1994，日本放送出版協会．

北原白秋『日本伝承童謡集成第一巻子守唄篇』昭和22年（1947)，三省堂．

戦後の学習指導要領を見ると，昭和２２年，２６年には，学習内容に「日本および外国の民謡に関する知識」という

項目があるが，昭和３３年以降の小学校６年の鑑賞の内容を追っていくと，３３年には日本の楽器の理解だけが取り

上げられている．昭和４３年には「世界のこどもの歌や民謡世界の民俗楽器による器楽曲」が内容に含まれてい

２
３
４
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る．昭和52年，平成元年には「箏及び尺八の旋律を含めた声楽曲や器楽曲」と諸外国の音楽は記載されていない．

そして，平成１１年になると「箏や尺八に加え我が国の音楽，諸外国に伝わる音楽」と諸外国の音楽が再度内容に

含まれることになっている．

畑中良輔他『小学生の音楽5』2008,教育芸術社，１７頁．

音楽取調所編「音楽取調成績申報書』明治１７年（1884)，東京：文部省．

赤坂憲雄『子守唄の誕生』2006,講談社，１６頁．

川原丼泰江『守り子と女たちの子守唄j2003，ショパン，２２頁．

宮内仁『日本の子守唄jl999，近代文芸社，９頁．

同上１２頁

ここでは，江戸，明治時代の見方を中心とするが，柳田国男，北原白秋，町田嘉章等が，様々な分類をしていて，

０
１

５
６
７
８
９
１
Ｉ

これを踏まえた右田伊佐雄の分類方法で本論を進めていくので以下それを表記する（川原丼前掲書)．

〔寝させ歌〕

○直接寝ざせ歌

①まもり歌一親や神様が守ってくれているから安心して寝なさい

②くりごと歌一「ねんね」等の歌詞を繰り返す

③ほめ歌一「お前は良い子だ，ねんねしな」寝る理由を解いた

④ほうぴ歌一早く寝れば起きた時に褒美をあげる

⑤おどし歌一早く寝ないと怖いことが起きる

⑥ことわけ歌一①～⑤の寝る理由以外のものが書かれた歌

○間接寝きせ歌

⑦家ぴと歌一子どもの周りの家族の様子

③話し歌一物語になっている

⑨こころばせ歌一歌い手が自分自身を癒す目的

⑩ことば遊び歌

・しりとり歌形式一語尾の言葉をつなぎしりとり

・数え歌形式一一に…，二に…，三に…と続く

・語呂合わせ形式一頭韻効果のねらうもの

⑪ひとり歌＝独り言歌

・眠ることに関係ある歌一子守歌

・何の関係もなさそうな歌一子守歌でないもの

〔遊ばせ歌〕

⑫数え歌一一人遊びのできない子どもと歌い手が一緒に遊ぶ

⑬おさな遊び歌

・静的歌詞の歌一情景描写，物語

・動的歌詞の歌一刺激を与えて喜ばせる

〔守り子歌〕

⑭なげき歌一守り子自身が自分の境遇を嘆いている

⑮さからい歌一守り子が反抗的，積極的能動的

⑯たわむれ歌一子どもの存在を忘れ，守り子自身が遊ぶ

'２釈行智『童謡集』これは，川原井泰江「守り子と女たちのこもりうた』の中に引用してあるが出版年は不明．

１３岸辺福雄『親のため子のため』大正６年（1917)，東京：実業之日本社，２１９－２２１頁．

Ｉ４天野藤男『農村と娯楽」大正２年（1913)，東京：洛陽堂，１１９－１２０頁．

１s小野政方『母様論ｊ大正９年（1920)，東京：新光社，２９６－２９７頁．

Ｉ６畑中良輔他『中学生の音楽lj2010，教育芸術社，平成１７年検定済教科書，２９頁．

Ｉ７渋川玄耳（柳次郎）「閑耳目ｊ明治４１年（1908)，東京：春陽堂」20頁．

'８前掲書『日本伝承童謡集成第一巻子守唄篇ｊ

ｌ９佐治郎兵衛「お座敷二輪加酒席余興』明治44年（1911)，大阪：名倉昭文館，185頁．

20『にわか』「大百科事典jl985，平凡社．

２１海後宗臣，仲新「日本教科書体系第25巻唱歌編jl965，講談社．

２２山住正巳『唱歌教育成立過程の研究』1967．東京大学出版会，１３頁．

２３文部省音楽取調科編『小学唱歌集初編』明治１４年（1881)，東京：文部省．

２４山住正巳「『小学唱歌集」初編の成立」1955，岩波書店『文学」

2S加藤精一郎『増訂小学開発唱歌集ｊ明治23年（1890)，山形:亀斐堂．

２６鎌谷靜男『尋常小学読本唱歌編纂秘史』2001,文芸社，１３頁．
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田村虎蔵『唱歌科教授法ｊ明治４１年（1908)，東京：同文館，６２頁．

前掲書『日本教科書体系第25巻唱歌編』

｢唱歌については教科書として使用されたかどうか明らかでない唱歌集や楽譜本などが多数出版されている．小学

校では検定や国定の教科書で授業すると共にこれら以外の本によって唱歌や童謡なども教えることもあった．

本書では唱歌教科書として，あるいはこれに準ずると認められるものをとりあげることにした」とある

明治１４年から４５年までに唱歌の教授に関する書籍は国立国会図書館，東京芸術大学附属図書館の蔵書の中に２４

冊ある．

唐澤富太郎『教科書の歴史一教科書と日本人の形成一（上)ｊ1989,ぎようせい，１９３－１９４頁，３９３－３９５頁

の分類をもとにした．

同上，２３５－２３６頁．

山住正巳『唱歌教育成立過程の研究』1967，東京大学出版会，７２頁．

塚原康子『明治国家と雅楽ｊ2009,有志舎．

前掲書『音楽取調成績申報書』

松岡保|｢文部省編尋常小学唱歌教材解説第３学年』（明治４４－４５，東京：広文堂）における「かぞえ歌」につ

いての解説のページで「これと取り立てていふ可さ音楽上の価値のないものである」と述べられている．また

巻頭の「総説」においても，数え歌について「唱歌教材といふ方面からは全然『かぞへ歌jilll中島』的のものを

除いて，他に適当なるものを以て之に代ふるとか」などと述べている

「幼稚園唱歌集』（明治29年，文部省音楽取調掛編）『小学唱歌』（明治25年，伊澤修二編）『尋常小学唱歌第三

学年』（明治45年，國定教科書共同販寳所）等に「かぞへ歌」が掲載されている

富田博之『日本のキリスト教児童文学ｊ1995,国士社．

「日英唱歌集』２６，２７頁掲載の「別れ」はベートーベンの編曲物である原曲は「25のスコットランド民謡」よ

り第20番く忠実なジヨニーFaithfUlJonie,oplO8-2>・同著の３７，３８頁掲載の「夢」はシユーマンの曲である．原

曲は「子供の情景」より第７番くトロイメライTriiumereiopl5-7>・

『英語愛吟集』２５頁．

山東功「唱歌と国語明治近代化の装置』2008,講談社．

田村虎蔵『尋常小学唱歌教授書第一学年ｊ大正２年（1915)，東京：明治出版協会．

田村虎蔵l｢尋常小学唱歌教授書第五学年』大正４年（1917)，東京：明治出版協会．

前掲書『唱歌と国語明治近代化の装置j

DasgrosseBuchderKinderliedemMitvielenBildemGerdaAinkler-BornWien（TbsaVerlag),S､５０

例えば『手風琴独まなび下の巻Ⅲ明治３０年，東京：十字屋）ｉ吸風琴独習』（明治42年，東京：修学堂）『鉄

心琴独まなび』（明治36年，京都：十字屋楽器部）他数多くの曲集に「江戸のこもりうた」が取り上げられてい

る．

『東京音楽学校卒業生氏名録」（大正１５年，東京：東京音楽学校,５頁）によれば，滋賀県出身で明治３１年７月に

本科師範部を卒業している．また「ル２．３唱歌集ｊの表紙には。入江好治郎が新潟県第一師範学校教諭であり，新

潟県高等女学校教諭を兼任していることが書かれている

松岡保「文部省編尋常小学唱歌教材解説第３学年』明治45年（1912)，東京：広文堂．

松岡保「国定読本唱歌の研究』明治43年（1910)，東京：広文堂．

現在の東京学芸大学の前身．1949年東京の４つの師範学校（青山師範学校，豊島師範学校，大泉師範学校，青年

師範学校）が合併して，東京学芸大学となった

前掲書『尋常小学唱歌教授書第一学年』１４２－１４４頁．

前掲書『唱歌と国語明治近代化の装置』１１２頁．

小出浩平「日本唱歌の歴史」「日本の唱歌（下)」1982,講談社．
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参考文献

唱歌集の類

『小学唱歌集初編』

『小学生徒用遊戯唱歌集』

『新撰唱歌小学生徒第１集』

『絵入幼年唱歌」

｢幼稚園唱歌」

『１．２．３唱歌集小学校教科用」

『修正小学読本歌曲集」

東京：文部省

市川大門村（山梨県)：芳文堂

大阪：赤志忠雅堂

東京：博文館

大阪：福音社

東京：博文館

静岡：吉見書店

文部省音楽取調掛編

矢羽根孝太郎編

日置岩吉

佐々木信綱

エー・エル・ハウ撰

入江好次郎

氷丼幸次

明治１４年

明治20年

明治２１年

明治26年

明治25年

明治３３年

明治３３年

(1881）

(1887）

(1888）

(1893）

(1896）

(1900）

(1900）
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『日本遊戯唱歌集第壱編』

『小学読本唱歌』

『唱歌教科書教師用巻3』

『英語唱歌愛吟集第２集」

『日英唱歌集第１集』

『新唱歌教科適用ｊ

『女子音楽教科書教師用巻之－１

『中学唱歌教科統合第３巻』

『幼稚園唱歌集』

『小学唱歌』

『尋常小学唱歌第三学年』

鈴木米次郎明治３４年

目賀田万世吉明治３４年

共益商社楽器店明治３５年

長井庄吉明治３６年

福井直秋明治４１年

渡辺義九，（小林礼）明治43年

永井幸次，田中銀之助明治44年

田村虎蔵編明治４４年

文部省音楽取調掛編明治２０年

伊澤修二明治25年

文部省明治45年

(1901）

(1901）

(1902）

(1903）

(1908）

(1910）

(1911）

(1911）

(1887）

(1896）

(1912）

東京：十字屋

奈良：音楽書院

東京：共益商社楽器店

東京：太平洋館

東京：学海指針社

甲府：開進堂商店音楽部

大阪：開成館

東京：東京音楽書院〔ほか〕

東京：文部省編集局

東京：大日本図書

東京：国定教科書共同販売所

その他

赤坂憲雄『子守り唄の誕生』２００６講談社

川原井泰江「守り子と女たちのこもりうた』２００３シヨパン

宮内仁『日本の子守唄』１９９９近代文芸社

西舘好子「｢子守唄」の謎ｊ２００４祥伝社

北原白秋編『日本伝承童謡集成第一巻子守唄篇ｊＩ９４７三省堂

右田伊佐雄「子守と子守唄その民俗・音楽』１９９１東方出版

渡辺富美雄「子守歌の基礎的研究』１９７９明治書院

天野藤男「農村と娯楽』大正２年（1913）東京：洛陽堂

小野政方「母様論ｊ大正９年（1920）東京：新光社

佐次郎兵衛『お座敷二輪加酒席余興』明治44年（1911）大阪：名倉昭文館

岸辺福雄『親のため子のため」大正６年（1917）東京：実業之日本社

山住正巳「教育勅語』１９８０朝日新聞社

加藤地三，中野新之祐『教育勅語，を読む」１９８４三修社

塚原康子『明治国家と雅楽』2009年有志舎

音楽取調所編『音楽取調成績申報書』明治１７年（1884）東京：文部省

松岡保『文部省編尋常小学唱歌教材解説第３学年』明治４４－４５年（1912）松岡保『文部省編尋常小学唱歌教材解説第３学年』明治４４－４５年（1912）東京：広文堂

富田博之『日本のキリスト教児童文学』1995年国土社

田村虎蔵『尋常小学唱歌教授書第一学年』大正２年（1915）東京：明治出版協会

田村虎蔵『尋常小学唱歌教授書第五学年』大正４年（1917）東京：明治出版協会

山東功『唱歌と国語明治近代化の装置』2008年講談社

DasgrosseBuchderKinderlieder・MitvielenBildemGerdaAinkler-BornWien（TbsaVerlag）

新井省五郎『手風琴独まなび下の巻』明治３０年（1898）東京：十字屋

津田峰子『吸風琴独習ｊ明治42年（1909）東京：修学堂

岩崎亀次郎『鉄心琴独まなび」明治36年（1903）京都：十字屋楽器部

東京音楽学校「東京音楽学校卒業生氏名録』大正１５年（1926）東京：東京音楽学校

松岡保「国定読本唱歌の研究ｊ明治43年（1910）東京：広文堂

金田一晴彦・安西愛子「日本の唱歌（下)ｊ1982年講談社
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